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ベストカンパニー選出ありがとうございます！ 2年連続の選
出ということで大変喜んでおります！従業員数・拠点数共に
増加する中、昨年度の結果を踏まえ、正社員・パートタイマー
の区別なく「働きがい」を感じてもらえるよう様々な取り組み
を実行しました。今後も全従業員にとって働きがいのある会
社を追求してまいります。

■ 【GPT会議】
毎月１回拠点毎に開催し、各個人が前月の自らの活動・チーム
の状況等について「Ｇ」（＝Good　良かったこと、成果、成功体
験）、「Ｐ」（＝Problem　問題点、課題、失敗体験）、「Ｔ」（＝Try　
「P」で挙げた課題等を解決・改善するための行動・取り組み）
について互いに発表する。その際、他のメンバーは発表内容へ
の意見や感想、個人的な感謝の気持ち、称賛、期待などについ
て挙手により発言。通常業務の中では見えにくい一人一人の努
力や成長、他者への好影響、貢献などを共有する機会にもなっ
ており、毎回良い雰囲気でモチベーションアップにつながって
いる。会議内容は社内SNSで他拠点へも報告される。
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創立3年に満たない当社を選出いただきありがとうございまし
た！「生きるをもっとポジティブに」がテーマの当社は、創業
当時より多様な人が多様な働き方を実現できるよう様々な取
りみを行って来ました。リモートワーク、時短などの時間や場
所にとらわれない働き方を実践し、さらに業績も伴うように
努力しております。

■ LiBzCAMP
毎月1回、全従業員の業務を1日止めて「重要だけれども緊急
じゃないこと」を全員で話すイベントを開催しています。組織
が大きくなるにつれて生まれる情報の共有の難しさや意識の
差異を整え、代表が直接語りかけ部署横断でコミュニケーショ
ンをし、MVPなど賞賛をする場を設けることでモチベーション
の維持に寄与しています。
■ ファミリーシップオプション
仕事と家庭（育児や介護）の両立を応援し、男女ともに多様な
働き方を実現する制度です。2017年1月時点で約3割の従業員
が活用しており、リモートワーク切り替えやパートナー手当な
ど社員の家族にも嬉しい制度とすることで働きやすさを推進
しています。
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3年連続でベストカンパニーに選出いただきありがとうござい
ます。2015年の初参加より、プロジェクトチームを中心に全社
で働きがいの向上に努めて参りました。また、本賞を契機とし
て他企業様と様々な交流を行わせていただいております。今後
も弊社のみならず参加企業様と共に、「働きがい」を追求してい
ければと思っております。

ご興味のある企業様はぜひお声掛けいただけますと幸いです！
■ ランチサービス
マクロビオティックの健康給食を子会社のサービスとして週3
回提供。GPTW受賞企業3社に導入されています！（給食or弁当
形式＋食育実施）
■ おにぎりの会
月1回の全社懇親会。部署や役職を超えた相互理解の場。毎回
5名程度が全員の前で決意を表明。隔月で企業様をご招待して
おります！
■ 合同勉強会・交流会
GPTW2016受賞のケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ
様と勉強会やバスケットボール交流会等を開催。随時、開催し
ています！
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選出いただきありがとうございます。
今後も社員数を増やし続け、より多くの人の人生が豊かにな
るよう、日本の「働き方」をシフトしていく会社であり続けま
す。ここにいる皆様と共に、働き方とその体験にイノベーショ
ンを起こしていけたら幸いです。
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

■ 「お楽しみさまです！」
一般的に会社で使用される「お疲れ様です」という挨拶ではな
く、「お楽しみさまです（略して、おたっす！）」という言葉を挨
拶に用いています。
「お疲れ様です」は「仕事=疲れるもの」というイメージが存在
してしまうと考え、「仕事とは本来楽しいもの」というカル
チャーを社員に浸透させる意図があります。
また、挨拶を合言葉のように区別することで、チームとしての
意識を生み出し、社員の一体感醸成にも繫がっています。
日本語として正しいか？という観点ではなく、その言葉は人が
働く上でどのように影響するか？という観点で言葉を扱うこと
が、プログレスのオリジナリティです。


